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巻頭言

山中 聡 (SDSバ イオテック)

景気の低迷、金融ビックバンなど世間で

は、これまでにない変化が訪れているよう

ですが、それ らに影響されることなく季節

は普遍に繰 り返し、また春がやつてきまし

た。先 日、名古屋への出張の折、新幹線の

車窓から外を眺めていると、東京から名古

屋まで、桜前線を逆走するように草外の桜

の木々が茶色からつぼみを付けて赤く色づ

く木々に変わり、やがて先端に花が少し出

始め、ちょうど名古屋に着く頃から満開の

桜に巡 り合 うことができました。このニュ

ースレターがお手元に届く頃にはその花も

すでに散り、新緑の若葉が息吹いている頃

と思います。

日本線虫学会も学会としての活動が開始

され、若葉が息吹くように、これからより

アクティブな活動をしていくべき時期では

ないかと感 じています。その中で今年の出

場はやはり夏に開催 される ICIP(国 際

無脊椎動物病理学会)で の昆虫病原性に関

与する線虫関連のセッション、それに引き

続き開催されるつくばでの有用線虫に関す

る国際シンポジウム、そして明治大学での

本学会第 6回 大会でしょう。特に有用線虫

について今年はクローズアップされること

でしょう。

有用線虫の研究に携わつているものとし

て、これらの線虫をより有効に利用するた

めには、基礎研究と応用との密接な連携が

必要と思っており、これに付いて少しふれ

たいと思います。 どの分野もそ うですが、

自然科学における研究は、これまで明らか

になっていない事象を解明することを前提

としています。そして、その結果は、その



時代ごとの社会的な問題の技術的解決に役

立ち、社会に貢献していくことが必要であ

ると考えています。従つて得られた研究結

果が社会でどのような形で役立つのか、そ

のビジョンを研究者はテーマ設定時にイメ
ージすべきではないでしょうか。

とは言つても、研究者の所属研究機関の

形態は様々で、国公私立大学、自治体、半

官半民 ・私企業など多方面にわたり、研究

分野は同じでも目的や成果の内容が異なり

ます。一見、実用化には程遠いような研究

がありますが、一般人には想像できない基

礎技術を研究して 100年後にはやっと応用

されるという例もあるので、一概には言え

ません。しかし、現在の立場で応用、実用

に近い分野で仕事をしていると、この部分

に多少のズレがあるのではと感じます。

生物農薬の研究を例に取ると、衡単に

基礎研究から応用、実用への流れは以下の

ように示すことができます。

①有用生物の単離、分類、生物学的性

質の解明
→②有用生物の選抜、活性評価、培養

検討
→③大量生産、製剤化
■④効果、薬害実証試験研究

→⑤実用化。

研究素材は別として様々な研究機関が各

項目ごとに同じようなテーマで研究に携わ

っていると思いますが、それぞれがその部

分で深く入り込むだけではなく、次のステ

ップのことを考えながら進めていく必要が

あります。理想的な手法で実用化をイメー

ジするのではなく、現実の技術の中で利用

できる手法を考えねば、効果のある素材で

も全く見向きもされず、徒労に終わつてし

まうでしょう。このようなことを述べたの

は、線虫研究分野で大学、国公立研究機関、

企業の研究層の薄さを感 じているからです。

層の薄さをカバーするには、より密な連携

を保つていくことが重要です。

次に研究層を厚くさせるにはやはり学校

教育の充実です。特に線虫研究分野の教育

は、高校以下ではほとんど皆無といっても

良いでしょう。線虫を実際の実験対象とは

しなくても研究材料として扱 うようなプロ

グラムを構築 して普及につとめることを考

えても良い時期ではないでしょう力、 実用

化される技術が多ければ多いほど、また基

礎研究の力が増加 して良い循環が回り始め

ます。少しでも多くの実用技術を蓄積 して

いきたいものです。

巻頭言の最後に、本年 8月 31日 に 「つ

くば交流センター」で開催 される
“施σ切を

,θkガの け θF 』ゴθゴ3giαゼ 3鋭 rrθ7 ,/

殉 冴ガ Ne蛭けοめゴでは線虫の実用化

の最先端で活躍している研究者を一同に集

めて、その一端を講演してもらう予定にな

っています。本研究分野の方々ではなくて

も発想のヒン ト、技術レベルの把握など、

意義あるものと考えていますので是非ご参

集 ください。

(つくば国際シンポジウム総括責任者、

評議員)

事務局から

1.評 議委員会 ・編集委員会合同会議

開催される

本年 3月 30日 、名古屋大学農学部にて標

記会議が開催されました。従来、評議委員

会は大会開催に合わせ年 1回行っていまし

たが、大会開催が秋期に固定化されつつあ

り、予算立案時に評議委員の意見集約の場

がないこと、今後各種委員会を設け学会の

活性化を図るための討議 ・情報交換がさら



に必要なことなどから、今後年 2回 評議委

員会を開催することが合意されました。主

な議題および採択事項は以下の通 りです。

なお、清水 啓評議委員 (学会事務局長)

から、転勤 (海外勤務)に 伴い役職を辞 し

たい旨要望があり、水久保隆之評議委員

(農水省農業研究センター)の 事務局長ヘ

の就任 (本会会則第 12条 )、 前回選挙で

次点であつた二輪錠司氏 (日本電気僻)の

評議委員への就任 (同第 13条 )が それぞ

れ承認 されました。

2.学 会費値上げの提案

前述の評議員会編集委員会合同会議で、

学会費の値上げが検討されました。学会の
一般会計執行状況は、予算収入に対し慢性

的に支出超過となつています。これまでは

繰越金を取 り崩すことにより、表面上は赤

字を計上することなく学会を運営してまい

りました。97年 度の予算執行状況でも、

繰越金を除く純収入は 1,564千円であるの

に対 し、支出は 2,187千円で、差 し引き

623千 円の赤字となっています。赤字は繰

越金で穴埋めしてきましたから、来年度の

繰越金 (次期繰 り越 し収支差額)は 1,385

千円から761千 円に減少 します。このため、

98年 度会計までは繰越金による赤字の穴

埋めが可能ですが、99年 度会計収支は実

質的に赤字に転じます。この理由で、本年

9月 開催予定の定期総会で 1～ 2千 円の個

人会費値上げ、および団体会員 (営利企業

団体)の 賛助会員への移行を提案 したい旨

を評議員会に諮 り、承認 されました。会員

の皆様には是非逼迫 した会計事情にご理解

を賜 りますようお願い申しあげます。

今後のスケジュールとしまして、本年 8

月発行予定の本会ニュースに具体的な事務

局案を提案 し、9月 の定期総会にて審議 ・

議決 したいと思います。事務局案作成に陳

しご意見がございましたら、本会事務局ま

で提案願います。

3.和 名検討委員会及び

用語集改訂委員会の設置について

評議員会編集委員会合同会議において、

標記の2委 員会の設置が検討され、下記の

とおり採択されました。両委員会は評議員

会の諮問機関に位置づけられます。検討委

員会の趣旨と委員構成等の概略を紹介しま

す。

1)和 名検討委員会

趣 旨 :日本線虫学会評議員会の諮問機関

として和名検討委員会を設置し、

線虫の和名を検討する。

委員長 :皆川 望 (取りまとめ責任者)

委 員 :水久保隆之、荒城雅昭、平日賢司、

奈良部 孝

検討方針 :

①植物寄生性線虫の和名を検討する。

②昆虫病原線虫、Cαttθttαうか,s2Fega"s

は当面検討対象としない。

③すでに定着した和名は原則として変更

しない。

④属、科、日等の和名は原則として変更

しない。

⑤分類学的位置づけの変更、種小名の綴

りの訂正等国際動物命名規約に関わる

提案は行わない。

公 示 :新和名を本年 12月の日本線虫学

会誌に公示する。

2)用 語集改訂委員会

趣 旨 :日本線虫学会評議員会の諮問機関

として用語集改訂委員会を設置し、

線虫学関連学術用語集 (1977年

刊行)を 改訂する。

委員長 :水久保隆之

委 員 :評議員及び評議委員が推薦した適

任者



改訂方針 :                 9月 1日 (火) 第 6回 日本線虫学会大会

①委員はワーキンググループとして分担   (明 治大学生田校舎、川崎市)、 1日 目

執筆に当たる。             13:0い 13:30 総会

②英和 ・和英両訳とし、和文用語には必  13:3017:30 -般 講演

要に応じ短い解説文を付す。       18:00-20:00 懇 親会 (明治大学)

③線虫学会への発展的再編成の過程で医  9月 2日 (水) 同 、2日 目

学、海洋生物学、C cle8a■s関 係等、   10:00-15:00 -般 講演

様々な会員を迎えた現状に鑑み、これ       (講 演申込数により多少調整)

らの諸分野で使用される学術用語も盛  ◎ 詳細案内

り込む。               1998年

④従来の慣用訳を尊重する。同じ用語が  日 本線虫学会つくば国際シンポジウム

研究分野で異なつて訳されている場合   “ Recent Development of B,01ogical

は、分野を明記し、これらを併記する。  Controi by Beneficinl Nematodes"

⑤付録の 「線虫の学名一和名」、 「線虫     ,POst ICIP Symposiuln

による植物の病名」、 「殺線虫剤」、       in Tsukuba,1998ロ
「線虫形態図」を残し、充実を図る。   1,事 務局

。「線 虫に よる動物病名 」 、 「C  〒 305‐8666茨城県つくば市観音台3‐い1

冴宅β″sの 細胞系譜」等の掲載も検討  農 業研究センター 線虫害研究室

キトる。                              Te1 0298‐ 38‐8839,Fax 0298‐38‐8837

千J 行 :200頁 程度の冊子として、20tXl年 E‐Hlall mizu@narc.afFrc.goJp

3月 を目途に線虫学会より刊行す  総 括責任者 :山中 聡

る。                     (評 議員、SDSバ イオテック)
4.1998年 日本線虫学会            Tel o298‐ 47‐t1302

つくば国際シンポジウム&       2.会 場

第6回 大会のお知らせ  科 学技術庁研究交流センター :

前回ニュースでも概略をお伝えした通り、    っ くば市竹園 2-2い3

標記集会を下記の通り開催しますので、ご   案 内図はp.6に あります。

案内申し上げます。運営の都合上、それぞ  3.プ ログラム

れ開催場所 (事務局)お よび申し込み方法 S〕mposium program ccntatiVe titles)

が異なります。下記の要領を熟読の上、参 9:15‐9:20   Stecring for the ttlnposium

加申し込みをよろしくお願いします。       Dr.S.YaFIlanaka

◎全体日程 : (SDS Blotech K K,Japan)

8月 31日 (月) つ くば国際シンポジウ  9:20‐ 9:30 0pcning speech

ム (科技庁研究交流センター、つ くば市) Dr.Y.Mamijra,Prcddent ofJNS

9:1517:00 シ ンポジウム (TamattWa un市 .,Japan

(講演 10題 ) 9i30‐10t00 Kcy note address

17:3019:30 懇 親会              “ Blnencial nematodes:

(ホテルグランド東雲) Wllat is tlle art oftlle possible"



DrJ M.Webster

(Simon Frazer Univ`メ挽旺遭a)

10,00‐10:30“Physlological studies on

desiccation sllArivalル

Dr.D Wright口 niv,OfLondon,

I m p e n a l  c 0 1 l e g e , U K )

10i30‐10:45 Break

10:45‐11:15``Recent advances in Cost 819 on

entomopadlogcnlc ncIBtodes"

Dr,N E Boemare

G」niV.OfMOntpellie阜 Francc)

11:15‐11:45“Can scavengers impact blological

control bjr entomopathogenic

nematodcsT'

D r . H . K . Kゑy a

Qアn市.Of Califomitt Dttis,USA)

11:45‐13:00 Memo五 狙photo&lunch dme

13:00‐13:30“Possible integmted biocon廿ol of

scil petts胡dl mittd/combined
'applicaton ofentomo/fungivorous

nelnatodes,BT,and Pas確 ″河α

Pビ″夕lr僻ぎ
'

Dr.N`Islttbaslli

(Saga Uni■r.,Japan)

13:30‐14:00“Biocontrol widl nematodes in

Korea"

D r . H . Y . C l l o o

(Gyeonsang Natonal Univ.,Korea)

14:00‐14:30``Problems in the pttalence of

entomopathogenic nelllatodes in Japポ
'

陀 .M.Kinoshita

(SDS Biotech K.K.,Japanj

14:30‐15:00 Break

15t00‐15:30``Fuコmer possibilities of

entomopatlloge苗c neFlatOdcぎ
'

Dr.Robin Bcdding(CSIRO,Australia)

15130‐16:00“Approachcs for the improvement

ofthe liquid culmre potential"

D r . D . S c g a l  c e l‐A v i■7 u n市●,I s r a c l )

16:00‐16:30“FoH13ulation ofnelIBtodes fbr

storagず

Dr.P.Grew7all(OhiO Statc uttv.,USA)

16:30‐17:00 Discussion ttt resolution

Drst Kondo andl(aya

17:30‐19:30 Social gadlcring

3.参 加費 :無料 (申し込み不要)

会員外の参加も歓迎

(つくば科学万博財団および上浦 。

つくばコンベンションビューローの

助成制度利用)

4.懇 親会 :

当日講演終了後、ホテルグラン ド東雲に

て開催 (会場まで送迎バス)

会費 6,000円 (同封の振込用紙にて豊

月3日 までに送金 して下さい。 日座名 :日

本線虫学会国際シンポジウム事務局、日座

再野張チ:00110-7-34342)

当日受付 7,000円

5.要 旨集 E講演成果集

当日簡単な講演要旨集を配布

後 日、講演原稿を学会誌通常号または特

別号に掲載

6.会 場までの交通

つ くば市までは、高速バス (東京駅始

発)あ るいは JR常 磐線 (上野駅始発 :荒

川沖駅またはひたち野 うしく駅)を ご利用

下さい。

シンポジウム会場 (科学技術庁研究交流

センター)は 、バスターミナル 「つくばセ

ンター」から歩行者専用道路を通って約 1

km南 にあります。 「つくばセンター」か

ら徒歩 (約 15分 )ま たはシャ トルバス

(二宙団地一つくばセンターー筑波大学病

院間、 「研究交流センター」下草、所要 3

分、20～30分 間隔)を 利用ください。

1)高 速バス :東京駅八重洲南日から 「つ
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旭屋ホテル学園



ホテル名 室 料 け一ビス料 小計 消費税 合 計

ホテルサンルートつくば
0298(52)1151

S6,50C

S6,10C

r ll,70C

65(

6 1 (

1,17C

7,15C

6 , 7 1 C

1 2 , 8 7 C

１

　
０

　
８

２

　
２

　
３

7,36召

6 , 9 1 1

13,25C

トレモントホテル
0298(51)8711

S7,50(

S8,00(

T13,00〔

75C

80C

l,30C

8,25C

8,80C

14,30C

247

264

429

8,497

9,064

141720

つくばデイリーイン
D298(51)0003

S5,50〔

T10,00(

５

０

６

０

１

３

5,665

10,30C

つくばスカイホテル
0298(51)0003

S6,20C

r10,60C

186

318

6,38C

1 0 , 9 1 8

ホテルニューたかはじ竹園店

〕298(51)2255

S5,80C

T9,00C

174

270

5,97召

9127C

ホテルニユーたかはじ高野台店
〕298(36)1110

S6,00C

T10100C

０

０

８

０

１

３

6,18C

10,30C

学園桜井ホテル

D298(51)3011

S6,35C

T12,00C

璽

6,350

12,000

旭屋ホテル学園店
〕298(55)0311

S6,00C

「11,00C

6,18C

ll,33(

旭屋ホテル本店
3 2 9 8 ( 3 6 ) 1 6 1 1

S5,50(

T10,00〔

165

300

5,66〔

10130(

ホテルグランド東雲
0298(56)2211

S6,36召

S6,63'

T ll,29C

63C

66g

l,12C

7,00〔

7,30C

12,42t

１

２

２

２

２

３

7 , 2 1 C

7,52C

12,80C

筑波第一ホテル

0298(52)1112

S9,20C

r14,50C
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くばセンター」行きが 15分 間隔で出てい

ます (所要時間 1時 間～1時 間 30分 、料

金 1,250円)。

2)」 R荒 川沖駅 :東 日から 「つくばセン

ター」経由 「筑波大学中央」行きバスが 1

時間に2～ 3本 間隔であります (東大通り

に沿つて路線バスは走 ります)。 「千現

(せんげん)一丁目」で下草、徒歩約 10分

(0.8km)です。 (参考 :つ くばセンターま

で所要 23分 460円 )

3)JRひ たち野 うしく駅 :西 日から 「つ

くばセンター」経由 「筑波大学中央」行き

バスが 1時 間に 3～ 4本 間隔であ ります

(西大通 りに沿つて路線バスは走 ります)。

「東新井南」で下車徒歩約 10分 です。

(参考 :つ くばセンターまで所要 23分

500円)

4)自 家用車 :「常磐自動車道」を利用さ

れる場合は、谷田部 (やたべ)ま たは桜 ・

土浦インターチェンジで降りて、研究学園

都市方面に向かいます。会場は、学園東大

通 りと学園西大通 りにはさまれており、南

大通 りに面しています。無料の駐車場があ

り、利用できます。

第 6回 日本線虫学会大会

1.事 務局

〒21年8571 神 奈川県川崎市多摩区

東三日 1-1-1

明治大学農学部有害動物研究室

TEL

2.会 場

大 会 :

人重樫隆志

044-934-7026, FAX 044-934-7902

明治大学生回校舎中央校舎 6階

AVホ ール

懇規会 :同 第 一校舎3号館農学部会議室

(会場案内図はp.9に あります。)

小日急線生回駅下車 (急行電車は停車し

ませんのでご注意下さい。急行停車駅 「向

ケ丘遊園駅」で乗 り換えて 1駅 )、 徒歩約

13分、または 「向ケ丘遊園駅」北日より

バス 「明大正門行」約 15分。

3.参 加費 :大会参加費 2,000円

(学生 1,000円、

当日一般参加 3,000円)

懇親会費 5,000円

(当日申込 6,000円)

4.参 カロ及び講演申し込み :

大会参加を希望される方は、1998年 7

月 6日 (消印有効)ま でに参加費を添えて

大会事務局までお申し込み下さい。送金は、

郵便為替 (口座名 :日本線虫学会第 6回 大

会事務局、日座番号 :00270-4-88798)を

ご利用下さい。年会費 。国際シンポジウム

等とは別口座ですので、ご注意下さい。

5.講 演発表 :

講演申し込みは 1人 1題 とし、本会会員

に限ります。講演発表は、討論時間を含め

て 1題 15分 を予定していますが、申し込

み数によつて多少変更することがあります。

講演に使用する図表などは 35mmの スライ

ドとし、講演
一題につき 10枚 以内として

下さい。各スライ ドの光源側には、講演香

号、演者名、挿入方向 (矢印または赤線)、

映写番号を付けて下さい。

映写順序

|

No.1
牟
―

線未

画面は倒立

権番つ 颯 名野
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6.詰 演要旨の作成 :

講演要旨は、1998年 7月 6日 までに大

会事務局 (明治大学農学部有害動物学研究

室内)宛 に、原本およびコピー 2部 を添え

てお送 り下さい。講演要旨は、B5判 横書

き、 1行 45字 、全体 700字 以内を目安に

作成 して下さい。要旨には、 1行 目から日

本語で演者名、続けて括弧 ( )内 に所属、
一字空けて演題、一字空けて上記の事項の

英文表記を続けて記載して下さい。本分は

行を改めて次の行から始めて下さい。上下

左右の余白を2.5cmと して下さい。講演要

旨集は送付された用紙をそのまま写真製版

して作成 します。見本 (p.13)も参照して

作成されるようお願いします。講演要旨集

は大会時に参加者に配布するとともに、日

本線虫学会誌 28巻 2号 に掲載いたします。

7.プ ログラム :

大会プログラムは、本年 8月 発行予定の

本会ニュース第 14号に掲載いたします。

8.宿 泊等 :

大会事務局としては宿泊施設の斡旋はい

たしません。国際シンポジウムにも出席さ

れる方は、初 日 (31日 )つ くば宿泊、翌

日 (1日 )東 京周辺宿泊が便利です。

事]

線虫学連盟 (lFNS)
ニュースから

真宮靖治 (玉川大学農学部)

日本線虫学会が IFNSに 機関参力日して

いることは、会員の皆様には周知のとおり

です。わが学会からは、佐賀大学の石橋教

授 と私が評議員 (Councilar)として名を

連ねております。 このまだ生まれて日の浅

い組織の活動方針やその経過を広く知って

記

界

Ｅ

世

もらうべく、当面はそれぞれの機関のニュ
ースを利用させてもらいたいとい うことで、

会長  (Dr. Ken Barker, North Carolina

State University) か ら NEWS PAGE―IFNS

掲載の依頼がありました。そこで、その一

部を以下に訳出いたします。

その誕生以来の9ヵ 月間に、連盟が最初

に取 り組んだ活動は、内部組織 (IFNS

Collullittee structure)の確立であった。

その組織のもと、2002年 の第 4回 国際線

虫学会議開催候補地の選定作業を開始 した。

加盟各国学会に開催が可能かどうかを検討

するよう要請したところである (注 :日本

線虫学会もその要請を受けてお り、開催の

可能性について検討することにしていま

す)。

当連 盟 を
"YEARB00K OF INTERNAT10NAL

O R G A N I Z A T 1 0 N S )に登 録 す る に 当た っ て 、

IFNS加盟のいずれかの線虫学会に加わっ

ている国々のリス トアップをまず行った。

その際、それらの国々について、加盟学会、

それらの目的、構成、経済的事情、主要な

活動状況、国際的なイベントの有無、出版

物なども同時に調べた。現在のところ、連

盟を構成している線虫学会は 12で 、それ

ら の 学 会 に は 110以 上 の 国 の

Netllatologisitsがそれぞれ所属している。

こうした情報は今後、IFNSの評議員や各

学会の会長の協力をえて整理 し、連盟の
″
Home Page)に力日えていく。

E mailを通じた話合いの結果、以下の

ようなIFNS―Commi tteesが組織された。

Collllmunications     and     lnformation

Exchange: Safia Siddiqi (Chair)

Finance: Martie 8otha一 Greef (Chair)

Congress    Site    Selection/Progralll:

Thierry Vrain (Chair)
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Operations Manual: Ken Barker (Chair)

(注 :真宮は最初の委員会に加わってお り、

石橋先生は Financeの 委員 となつていま

す)

Congress Site Selection/Program 2肇壕設

会は、2002年 の第 4回 国際線虫学会議の

開催に向けて積極的に活動を始めており、

これまでに開催地選定のためのガイ ドライ

ンを各学会に示し、それに従つて開催が可

能かどうかを検討するよう求めた。検討結

果の回答期 日は 1998年 8月 1日 までとな

っていて、最終的結論は同年 10月 31日 ま

でに出すことが予定されている。そのほか

の委員会も、それぞれの目標に向かって活

発な活動を始めている。

日本線虫学会にとつて、当面の課題となる

のは、第4回 国際線虫学会議開催を引き受

けることができるかどうかを検討 して、そ

の結論を出すことです。評議員会を中心に

慎重な検討を行いたいと思っています。会

員の皆様のご意見をいただければ幸いです。

私がいちばん興味を持つた

牧野等 口非耕地の線虫
後藤 昭 (元農業研究センター)

私は以前農林水産省あるいはその指定試

験 (長崎県)に 勤めていましたので、 1)

南西諸島を含む九州の線虫相、2)ミ ナミ

ネグサレセンチュウの生態と防除、3)サ

ツマイモネコブセンチュウの発生生態と輪

作による防除、4)連 作障害と線虫の問題、

のような実用的な問題の解決や、線虫研究

[編集後記]

◆残暑の候に当る札幌 (ICIP)、 筑

波、生回の連戦ともなるとしんどいか

室の建設に力を注いでいました。

しかし、私がいちばん興味を持つたのは、

植物寄生性線虫の分布問題、非耕地の線虫

相でした。非耕地関連で調査対象としたの

は、開墾後間もない畑地、里出のような林

地、牧野、九州では九重山や雲仙岳のよう

な山岳地を含みます。

若千まとまりかけたのは、全国の牧野に

関する調査でしたが、それも属段階までと

ネグサレセンチュウに止まりました。

今回この方面に関する自著と抄録を整理

しましたので、関心をお持ちの方は私宛に

リス トを請求して下さい。

関係の自著 ・抄録の概要は以下のとお り

です。

A.線 虫分離法の検討 :4編

B.植 物寄生性線虫の種類相、分布:10編

*日 本の暖地 ・亜熱帯の線虫

*日 本のネグサレセンチュウ

*各 種の立地環境と線虫属

水田/畑 地/樹 園地/原 野/林 地

/山 岳地 (九州)

*高冷地の線虫

C.牧 野等 ・草地の線虫 :9編

*牧 野の線虫の全国調査

*自 然草地を人工草地に造成した場合

の線虫相の変化

D.林 地、開墾地の植物寄生性線虫 :4編

E.山 岳地の植物寄生性線虫調査例 :1編

なお、私の自著は全て日本植物防疫協会

の 「資料館」に寄贈してあります。

連絡先 :〒311埼 玉県大宮市

指扇領別所 109T93(2907)

もしれませんが、本学会最大のイベン

トである第 6回 大会へ、昨年を上回る



多数の議演が寄せ られることを期待し

ております。

◆植物寄生性線虫の先輩から、牧野等 ・

非耕地の線虫に関する業績のPRが あり

ました。これはまた、農耕地以外の線

虫についても興味を持つて欲しい、自

分の意志を継いで欲 しいという呼びか

けでもあります。私もたまに林地など

でサンプルを採取し、その多様な線虫

相に触れることがありますが、その詳

しい同定までは中々手が出せません。

◆線虫による農業上の被害は、ほとんど

が他所から種首などにより持ち込まれ

た線虫が源になつていると考えられま

す。非農耕地の線虫相が明らかにされ

れば、ネコプセンチュウやネグサレセ

ンチュウには、史前帰化のものがかな

り含まれるといつた思わぬ結論が導き

出されるかもしれません。

◆日本植物防疫協会資料館が資料の寄贈

先として上げられましたが、植物寄生

性線虫関係の文献資料を蓄積している

研究機関は他にもあります。小生の所

属する農業環境技術研究所線虫 ・小動

1998年4月 28日

日本線虫学会発行

編集責任者 荒 城雅昭

農業環境技術研究所

環境生物部微生物管理科

線虫 ・小動物研究室

T305 8604

茨城県つくば市観音台3-1-1

TEL:0298‐ 38‐8316

FAX:0298‐ 38‐8199

物研究室など、図書館情報からは把握

できないこのような研究機関も今後紹

介 して行きたいと思います。

◆学会事務局が 日本線虫学会のホームペ

ージのア ドレスを申請 しま した。いよ

いよ線虫学会 もWWWの 世界に乗 り出

します。次号のニュースでア ドレスを

掲載 し、皆 さんに公開することができ

るとのことです。そこで、本ニュース

に、国内外の線虫関係のホームページ

を紹介するコーナーを設けたい と思い

ます。本ニュースで紹介す る線虫関係

のホー
ムページを募集 します。 自薦他

薦は問いません。なお、紹介 したホー

ムページには、学会のホームページか

らリンクを張る方向で検討するそ うで

す。

◆本ニュースの原稿を随時募集 していま

す。身近な線虫の話題、諸会議の報告、

学会または会員への提案等 どのような

内容でも結構ですので、下記または最

寄のニュース編集担当者までご連絡 く

ださい。写真 も掲載 していこうと考え

ています。 (荒城雅昭)

日本線虫学会ニュース第13号

編集担当 :荒城雅昭 ・小坂 肇

串田篤彦 ・立石 靖
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